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幼児の描いた絵臨ると，われわれ騨つもその覗

単純な構成の中に，何か言い知れぬ魅力と感動を覚える

ものである5 それは，一面炬は幼児の知覚犀認知能力や

視覚斗運動の協応能力など， 著しい知的発達が反映され

ているからであろうが，反面，そこには大きな生命力に

動かされた，㌧すぱらじいイヌ ｛ジに蜜む子どもの内的世

界が映し出されているがらだとも言える。適 ∵ 、ン 」

　これまでに．もデ幼児の描画活動の発達過程を明らがに

するために・li幼児の描画を年齢別に分類して見ていくこ

とによ一り♪、それぞれの発達年齢によ6で共通した様式、二

傾向めあるこどが多く：み研究によって見い出ざれ てい

る6・しかし1・幼児』人」人の発達過程に観点を置いだ場

合i 1自由画〆模写画，㌧課題画など避描画のあらゆる側面

がすべて同じレベルで平行して発達するとほ言い』がた

く，個人差が認められる。そこでわれわれは，いくρか

の角度から描画条件を設定し，それぞれめ発達過程を縦

断的に研究する芒とによ り必幼児の描画活動の発逮の諸

相を有機的，包躯…的にとらえ ようとするもめそあるぎズし

たがって，本研究の一年目に当たる今年度は，外界の対

象をイメージ化したものの描画表現である人物画と， 眼

前に存在する対象め知覚的描画表現である模写画乏のド

各年齢別発達とそρ相互関連性を数坤飽ザ事例研究的に二
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即その描画衷現の発達過程ほ，き3歳ヒろまでみ二「錯蕗」

あるいは丁なぐリボきずあ時期，ナ4歳かぢ・？・歳ヒ・ろまで

の概念画（図式画，象徴画）期，それ以後の写実薗期k

分けられる。

　 描画による表現活動ま，工歳から1歳半ごろ開始きれ

るが1・錯画やな・ぐ・りがき ど呼ばれる初期め描薗浩動は妊

最初li手め運動そのものが先行鳴叢｝そめ描線はまシト官

一ルされていない。この時期め子乳ども は，こまだ対象を形

態的比裟現しよ疹老iする甘的意識をもら淀おらず跨描画
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　描画の発達過程を簡単に述べたが，今回の研究の対象
は，3歳から6歳の幼稚歯兎多あ鍍麺函委整達区分蚤”ご1ξぎiこ恥5奪

らすると，錯画期と写実期にはさまれた概念画期に位置

する。この年齢は，認知の発達薫屡1畜ピアジ三φ表現を≦1瀞ミ（二蟻1ざ
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が主にあげられる。今回の研究で堅，鷺塾ら璽能却を使　

って描かれた人物画と模写画との相互比較を行なうこと

鷺薫ワ艦劾児璽内面にとり込まれ・二 処理さ．れ・一保持され
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する瀬≧眼の前に存在する対象の知覚k基づく描画表現

を〈榛嬢函餌該当する〉と，硯発達的な関連性を明らかに、し

よう、と試みなβ、
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木陽を画用線嬬同時に描き込む画繕④模写画の4課題る』

　それらの描画課題は，クラス担任によワ各ちシろ小集

団ごと琴実施さ処む。1その際，1園児なおがお写い④描画

　を観察しあわ獄いよ、 う配慮、しな6∫なお‘1 今回嫉その中か

　らギ：．人物画ど換写画鱒っいて報告す為ポ ジーゲ』、1』1
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　と教示 したgi．模写画にっいてをむ，．〔みなさんの眼の前に
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化しズ描かれたウサギである（第1図）。ら 被験老が幼児で

ある； ≧‘、集団での実施であることヂ 木物画との比較髪

す多上で人物とあまりかけはなれな》・刺激図であるこ』と

を考慮して，幼児の興味をひき，．r絵力状きく「てわか玖や

すく，適度に複雑な模写対象の条件を満たす以渉望の図

を使づた。・図は彩色され頂いる。．描画用具は窪人物画が
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神田他 し』幼児の描画表場に関ずる縦断的研究（1）

年少児の場合，㌦、男児む女児も， 描娯た人物の男女の区

別ができなヤ、不明 な絵をかレ1ミたものが96％で，、li2名の女

児だけが同性の女の子を描いている。汐 1』U几一、営匁

’、年中児になると，ll：女児の69∫2％が同性を描き砲異憐の

男の子を描いたものは2．6％である。男と、女の両性を同

時に描いた女児が 5． 1％，不明な絵は234％ど年少児に

比べて、激減して恥る。 1男児の場合は，，ぎ女児よiり、も同性を

描《 比率は低く窮30．8％が同性の男の子を描いて糖る5、

異性を描いた子どもは・3，8％，5両性を同時臆描レトた子ど

も，は磨人もおらず，1性の区別がはづき甑し、ない二不1腸が

65．4％であるo 』、 琴、、 ▽1㌔・1、 1∴、． ∫ こス＝一』｛プ勺 il1；六
L1

に．年長児になると， ㌧・男児那男を描く．率が全体の79こ8％豊

急増し，．人物表曳における性の分化が明確化してくる5

女児も同性を描く1率が全体め 9Lコ％とダ。一、そのほとんどが

白分の属する性を描画対象と、して表現していう。．モテー

フ
どして描がれている内容はゲ女児では・・母親などの女

性よりも，、同年齢の女の子か，じ自分よりも年上の諮ねえ

さん風の女の子が多いボ女児で異性を描し》た子はr人も

レきな殊 逆にi甥児饗は，誤性である女性（母親とおぽ

七き対象が多レ、、） を描憾た子が7。9％ いる。r女児も異性

である父親を描い宅も不思議で1まなやと考えられる汎、

そのようなケ←スはなく，1』 ごの年齢の子どもにとづての

父親と母親の意味をかいまみるようで興味を引かれるず

両性を描いた率は， k女児で≧厨9％ゆ男児で9％。ンー 不明に

ほとん1どなく，1こ女児で 2。4％，1男児で 3，3％’である。呂

　、総じて，乏女児の方が男児より 電自分の属する性を人物

画のモチーフ．としてはっきり衷現する時期も早い二しジそ

〆跨禦噸と！蜘騨郷吻隻肇壁二1

の塾も相対的に高い5結果からρ子どもの大部分が，．1描

画におレ，、て性の明確な蓑境が可能になる時期は 6歳二ろ

どやえよ，う。1（六』5べi1己・』』 』：ン・き ㌧・
』』　 ＝∴r・撒

，、また，マ描かれた人物の数を調べると露年少児では，津単

数の場合が82．’4％1、複数が17り『6％である5∫年中児歪は推

単数が71‘8％，1．、複数が28； 2％，年長児で1ま，単数63｝2％｝

複数36，8％と，・11年齢とともに2人腿上を描く場合が増え

ているδ男児より，も女児に複数の人物を描く率が高く，．・

女児の描画では，〕、洋服の柄をがえたり， リボソやポタダ

な；どの装飾衷現に手 を加えた珍，しで，．2人から．4人力蓑多

ぐの場合描かれていたる’＼1

＼以上の結果は‘ 女の子はより好んで女テ像を描出しハ

その作品が男の子よりも明細化が進んでいると帆う・、リき
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描画獺郷一叫働毒rlも4》誉噸と、乾魅 う・，…麹姻瑚関埴≦宰麟≦典舩麟。解
それ明堕塑輯襯競41勤繍剛醜麟報児噸聯間で一応赫÷礎し，個人間

的に表象化されたイメ槽をも乏嚇画翻をずるご1嘩磁少氏，しまったご猷「露あ録物モデ，レが

化した試人物画につ恥ては〆グツド不ナフ入物画知能検

査－（小林1亨：小野改訂版）」』の得点表を得点化の基準としズ

用いた。模写画については，得点化するための評価基準

表を作成した。1作成にあたづズは多11ダ》、ドイ ナフ，の得点

化の方法を基本どしズどり入れた5・1評価項目は，・』…ウサギ

の部分である耳ヂ顔， 』脚，腕など計10項目，である。1、得点

表は1、．形態．（たとえぱ耳の形，二大きさ，，位置ぶ輪郭線〉、

と．色彩1（モデルのウサギと同じ彩色がほどこされている

恥否か〉から各項目の評価をするよ’うにつくら れ てくい

るよ、得点の配分は，，形態30点，こ・色彩18点1・計48点であ1るる

　両画の得点評価の方法は，基本的には→致してい、る

が，1形態のみを評価する人物画とちがい， 模写画の場合

はヂ色彩も評価得点に加えられているのが特徴である6k

　以上の評価基準に基づきll 年齢段階別に汰物画と膜写

画φ平均得点を表わした結果が第2表であるさ第2図は

月齢段階別にグラフ化した結果である。

3）講入物画キ年齢段階別の結果は，グ虜，厳イ1ナ景太物画

知能検査の平均的馨津本準とほ建双唇，してレし・る，．すなわ

ち陣少児（鞠軸冤型）』め鞠繍ン2鵜賄
画雛晦舜鹸簸でMA3：10～4＝．ヌ 循にあ

り漁蝋同5＝Pの平辮点13・76はシ1翼A5
1・

幣5，毫17に対応す和∫なだし，年長児一（同』6ゼb）め平

擁塵i19「鍵1 M岬9ん61即町肺的購
蝉晒舛蒸わつ禰る；（IQにすると平敵10位高

ツ、、郷堕聯郷脚グラフ硯る翰力・なり上

鱒軽鱒輿え頚、ζ魏鱗のサン
1プル敬が少ないためである。年長・年中児の各月齢にお

ける平均サンブル数は15名前後であるが，年少児は5名

前後と詩に少なかウたb一しか しながらp グラ＝スからザ ・年一

少年噂亭長略stageごとに人物画の描酪点が上

弩蔦講欝議蕪鐸遜欝？難そ
いる◎昌の結果は，6歳児になると大物画の描出に安定
　　　ざ　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　

鷺驚銚1灘鵬灘颪灘叢誌講讐
の莞、達段階区分では，　　　　　　　　　　　㌧　　　♂

　と’∫∴およびジ∴1全身像を描かないで顔だけを描くモどもが

、いることなどの理由から，』・人物画の得点が相対的に低1く

　なっている。反面，護耐5歳児の描画には∫：’：画絵化の程

度が低いために‘： 窃歳児に比べると生き生きしだ衰現が

　目／立らズいた♂1 、下ガi＿、唱．ζ∵＿1ワ．「、 11・

寄説ぐ

4〉．』模写画f人物画と同様に，，模写画においても，年少

1姐0・ 年中：27・90，・年長39・96と模写得点が伸び，） 各年
齢段階に対応むた発達がみられた5！．中でも年長児の得点

は‘ L年少・年中に比べると分敵が小ざく安定している。

それに比べる・と1』年少。・年中ぱ相対的に分散が大きく，

個人間に差があることがうかがえる。 しかしながらジ 、全

体的にみる乏，二1模写画の結果は，』r人物画の描画表現にお

ける発達の～くタ←」ンと類似しているどいえよ・う。，

〆 ところでジ色彩水準と形態水準の発達的変化について

みるとジ年少では1聡合得点に占める色彩水準の得点が

相対的に高く・， 年長ほど両力 テゴリ・rの水準がと一もに高

得点であらた。形態は的確だが彩色がそデルの色と喰致

しない表現を しでいる例は， 』寄年齢段階をとお してみら

れたけれども」： 色彩をまづたく，無視、しく描画 している碗

ぽほとんどみられなか・ろたよ結果から，∫年齢が進むにg

れダい幼児は形態と色彩の両力 法ニゴ夢←に対 じて同等の注

意を向けるようになり1」し知覚対象を正しぐ描出するまう

になるとし》える5』〕で』さ鶏ン’∫‘斌こ 寒1 ｝く球1、愚51こ交

5）じ人物画と模写画の関連性シどころで1省年齢段階ご
とにジ ・人物画得点ど模写画得点隻の相関係数を求め．る

：と，∴年少・世159挿年中r；，50，i、1年長r三二38．である。

この結果は，・：両画間におし1、て，ll？方が高得点の幼児は他

方の鯨樋秘逆吟但舗卿脚勲一灘餓・
得点を示す傾向が強いことをあらわ．している。．、；！れは，

同じ認織能嘱している，概念驚継記憶払暗
　　　　　　　　　　　　　ド　ドペ　　　ドイ　ハ　
や視覚的な記憶イメージを瓶撫榊聯きと・
対象に注意を向け，情報の代袋化や体制化など¢）処理を

行なう観察によってとらえられた知覚像，知覚表象を再

現するはたらきとか，たがいに，同じように発途するこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽとを寒でけていると言えよう。　　　　　　　†駕望慧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　F　「　二、レ

嵩166一
ノ



神田他：幼児の描画表現に関する縦断的研究（工）

年長児にとらて比較的易しかうたため』もあ リゲ』もう少・し

むずかしい刺激図を使った場合はどうなるかを検酎して

みる余地が残された。

　その第2は，・たとえぱ‘・創作画は得意だけれども模写

表現は不得意，又はその逆の場合などのケ剣スのよ．う

にレイメージや創造的機能をっかゆて描画する こ1とが好

きで得意な子どもと，対象を観察して描くこ とが好きな

子どもの個性が，r年長になるとは っき、り 出て ぐる ため

に， 年長児全体の相関が低Kなづたとも潜えられる5

その第3は次のよう：であ・るガ描画表現に関する要因

は， 主として，①知覚・認知能力と②視覚』運動系の協

応動作による表現能力の2っである5今ここでガ②の能

力が各幼児の個人内で人物画と模写画について同じよう

に働いているとみなせば，1、、上述の結果か航イ．メージに

基づ、く認知のはたらき之知覚の、はたらきとの間に， 年少

ほ ど個人内差が少ないと考えら れるじつまりジイメ御ジ

の概念化が進んでいる幼児（人物画知能棟査の解釈をあ

てはめれば， 知能が高レ・幼児）ほど対象知覚の能力も発

達している。その逆の幼児は， 対象知覚の能力も遅れて

しまうといえる。ところが』年畏児においては，1イヌ恕

ジのはたらきと知覚のはたらきとの間に分化が生 じる結

果，個人内で両者が ア＝ソ〆ラ・ソスになる ケーネ ，もみら

れ，それが結果的に両画の関連性を低める作用をして沁

ると も考えられる6
』： 』1，♪いこ㌧　』1』＝l

r” お，人物画と模写画の其体的な関連性につ恥てはづr

次の皿で詳しく言及する。

　皿　類型化による事例研究

　1．目　的　　　　　点㎡じし‘＝L
　これまでは，幼児の描画の発達過程を人物画と榛写画

を秘ことらえてき轡ナであ猟幼児一人一人の人
物画と模写画を比較して．みるξ，、そこには全体としての

まとま り禰造化曜度鋤るいは基本的な彫のバタ
ソなどにおいて，必ずしも両描函間琴共通 した傾向が認

められるとは限ら加・・紬画の際の課題鮒や輝画対

象あるいはまた・子ど遡購購心理的状艦
描画技術などさまざま塗条件によ1って，刻象を開確にと

らえ比較的概念化されたイメrジが再生される場合もあ

るし，逆に概念化されにく喰まρ灘や赫骸心
身のリズムなどが強騨れて韻勢る場鶴ある一

そこで本研究では稽継零郷捗得られ㌃がて
の描画をもとに6つ、参ぞ彫「』ブに類型化し，幼稚園で描’

いた絵や日常行動と竜辱蝕ぢ、．遡鞭峡騨、
することにより，幼児夢描直裟現⑫諸特数奪裕くgがg騨

側面から総合的にとらえようとするものであるふン1 峨 ㍉・

　2 ひ1 L方、、・』＝ 「、㌦ 〆’〆 1 』「」 婁るO、』

悪罪 郷弘弘り働甦鐸酵棚的礁
較検討し，次め6づの類塑ば分類しだ。r

爾人物直≒蝉群人物画ξ聾醐点力供峰

態細の噸畑編似し酒描繭こを峯71経ラ
ン魂傾向罐妨綴輪の盗勧約咽近く・がこ

　⑧人物画≧榛畢画群，和描画爾得卓碧相対的に比較

レ』人物画g得卓の方が著しく燕警、もり。 　　　　。

騨顎躰物醗『抑画解粥比べ解勲
得煮め方が箸しく高いもの。

1翻得鰭、il聯醜．類繍群齢別の軸得点

古ワ耀しく融もの翻
塒騰，，1両描曝，年齢瞬均得点と轡：セ

く1恥もの・1 　，二 9
、畝の他，麟齢鱒から聯磯づきり じた轍

ば諏凄られ灘悟が，豪舞さ燕た丙容がら，何らかの心理

・的，，行動的開題が推測，さ許るもφε

寛分類麟く頗鮨人の郷磁レ’た2枚の鞭

噸燃1奥る瞬あり騨⑳窄騨糊
硯即特騰定してヤ’ない・

　尉象児今面研究の対象匙 し七抽出された蛮例は，⑧

漁胸中挫欝糊幣て碑…その傾向が購な
も興例で抑⑭脚牌から、脚、沸・

頒磯粘糊の頒脇勉鯵考レこ鋳難
を多、仰聯解画に鯵樹櫓畢題画1およ酪

　自漉この一年闘に幼稚園矯描し・たすべての描画と，教師

による幼児の行動記録表である6また，81例について は，

後日F式幼児知能検査を集団ε（も～10人）で実施した。

　　動練と考棄　1一 ：

　　轡φ構および人炉・．灘画・IQの鞠得点

ゆ散聯3群糺て類
　　⑧人勿直＞模写函群

　　乏の群では主に次の召つの特徴がみられる。まず第1

　は1』庖観的思考，・自己中心的思考が優位な4～6歳児の

　描函1ま歯式画・象徴画と呼ばれるように，幼児は描画対

　象を観念的， 知的に純化した形で象徴的に描くために，

　矩形や円形，． 主角形塑十掌形のような，単純な図形の組

　み合わせになるこ≧が多い。したがって，人物画の場合

　で』も，⊃そう した単純図形（ダイアグラム）の組み合わせ

　の上に，・服とか頭髪や眉毛，まつ毛，瞳，手足の指など

、難卿えるこ・とによ聴噛点を得ている・しかしで

、尊麟樋ゆ為ζ、．酔童ようとす捌象が・子ど

．檎ものもっている図形野．タ γにザ致している場合には，モ

一ユ67一
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第3表 各群における描画および1．Qの平均得点又

r、「 二 タ．フ』ス
（人数） 囚物酋

襖写画、　　’、　　「』　　．
”「

』1◎

じ年外o） 　　一■　　　　　　　『
　．　

』レ～、『 r『1；1

人物薗＞1

　模写西群

年中（4）

②

．15乳3　ロ1　　、　　　

’　　、

恥
語q 102，3，

＄5，0、　　■　　一、

全体（6） 16，7 21，2． ．　・96．5、
〔s　p〕 〔4．346〕 叫餐25〕こ 〔；3’7β3〕

　■　　、　　　

2．

写画＞一

窪少くレ）

年中（2）

長（3）

　　3．3、■　■、’　　　』　

　 5酢5
r，　　■、

　7乳8

「、ン、一∈．

2象3

懸即，
．～4Q，ε

i　一　　　　ゲ　　　■　■

　98，0・
　 　〆　、，　　　■、

、ナシ

106，7、

人物画群 奪体（エ2）　〔

S・D〕
　6．2
3．804〕

　．35．4
　　　・、　㌧、、

　　 ・104甲

3．

㌃年少（6）　、　■　

牟中（10）

　　　P一11¶3　　一

f　1912
．．、ε110

　42．6 101乳8

痛総点群 年長（3） 24．5 41．11 115．9

全体（24） 　19．1 「40．2 ．107i1
■』 、 ■　． 』〔S　D〕 〔51652〕 〔6ど＄07〕 ’〔15r441〕

：涼ン．∵Sl｝『

ゼ

　　　A　　　　　1

年少（7）l

年中q3）

　
8ξ4」八6∫◎

“＝1．9〆15．σ
　D1．勺）’81．7

　　■　　、　　r

得点群』 年畏（6） ’　工5．5 　　、’24，5』 95．7一

一11r

全体（26）陀〔SD〕
、』

｛へこ

　7．9
r〔6．208〕

’『” 3ゴ1・《9’9？8〕

87．gr
1＄ド193）

　　　 　㌧　　　　『 ロ年少（1） ノ　　’㌧一

　一61101
こ∴1》ゴrノ

　　5，σ 1f6．0

5臥．
・年中（6） 転11．7…

　■レ　
2？．τO 8613’

、、ぞ』の樋』 年長（6） ・一 3よ5

　べ　、

』』
35』17『

、　 　■』

コ104iつ

：黛体（1含） 『121ゴ ㌔29．3 ”！ 6．8
）　

．・く＝でS　D〕 』〔3じ689〕 〔1LO27〕 〔17，851〕

デルの忠実な模写窒な りうるが1・擁写しようとする絵の

全体なりい部なりが，1その子にと』6て未知のものであら

たり，既にバタソ化された図形とは異なる場合ザ 、絵 とし

1て再生されるのは11iモデルの図形を既にパタン化された

既存の図形に同化した．ものであり，』』しかも乎足の指やま

づ毛などダト細部の描写は人物画から模写画へとは転移じ

ない』！（第3r1』2図参照） ：、・ミ5、．・
、1 ト．r 1

　．21つ目1の特徴は，1模写すべ1き対象のもつ要素の内，形

態よりも色彩の方に強く反応している鞄めに11模写画の

得点が低くなっズいる場合であるβつま1り，一モ・デルの色．

彩の方に注意が強く向いているのでボ色の対応は正確で

1あづでも∋・形態の方は総1じて不明瞭で1 正確さに欠ける

ものができ・あがづて しま う。1第4〔1，2図にはこの特徴

が」：く示されているポただ1：、人物画については高レ～得点

を得ているので，幼稚園で描いた自由画を見てみ参とず
二

教師の適切な指導が与えられた絵について は試相当構成

度の高い絵が描かれ七駆る占1』 ∵、　i　上1∬、lj盆 1』知

l　lもうユつl　l幼児の興味の対象や経験の程度が描画に影

響を及辱す1ごとが当然考えられるが， この興味や経験の

効果が人物画の得点に反映ざれるという現象ばこごでも

認められるぶ幼児の自由画に登場するマソガや．怪獣な

ど，：、人物に類似したテーマの禺現頻度が高い子、ど，もはli1
人物画も細部まで描かれて得点も商τくなっている詐しか

し，これが模写画のように，描く対象が規定 され《 しま

うと，』図式的な単純な絵になづたり1 1晃ン分化された絵
になってしまう。　 　1 ’　弓‘P、

冒 〉、1る1．
っ1、1㌧・ ．声r

ず
ri

く1r r娠、

」㌧「 1

宏　　　二 副堅人 マ）

　　　　パ．〉「ト『『

ド　　　、．
‘’

・見ゾ．

’
第3晃、 咽・、 第3－12図

擁継抽鋤酸細酋詠物画瞬輪勅分化力幌れ赫1‘』
、模写画の方ばト形態ほ毛デル老ほぼ対応しセいるにもがかわらず，1色を

ぢ自分勝手に使用ンじ てい1るために，1得点が低くな、らているぢr ’ド　＝、

■へ』　．，ド』｝　’」＼こ

“P監
．r・一 r　『L6「

一 168一



神田他．i’幼児の描画表現に関する縦断的研究（工）

第4－1図 ノ鉄丁へ

．二＼』

　㌧。》

、・1
』＞

一＼　　　r

第4←2図

年幡B動人樋と模緬，人物醐騨年睡麺騨・1鯵陣1モ1．

蹴形態脱鰍縣顔2轡聾鯉鱒鍵戦
　　　　　　　　　　　　　　　　　』し

　◎ 模写画＞人物画群』

1聾対象を正際描網簸め轡・主吻児の騨

翌誌燐ガや識』脚櫛卸に依存す鱒ろ
覆宝木織鳩聾画と》・ρ矧 対象をそのま頬

隼したものでは帆 鞭れ機卿襯蝕iと、しで吻
中で変形1再構残の過理奪繹た紹果セ南るカ～ ら』〈勿再

ε駿れほ』ど嵯騨郷な呼鳶轡馨胞る・，ゆ
し，． ごの群では餌藤騨堵鋤即得京翻秘
㌣こ働，そこで人御磯瞬禍、ζ顔だけゆ鞭
れ虻いないもの，本報や手是o揖など，身体φあう部分

ン■＝1

第5戸1図

、き！・F

一　〆 へ

獣

e　l　　、、．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆1　監
　　ドレ・1

　　　　　　　　　　　　　　　　　・．lj ㌔・
’

⊆）

は其体性を楠えそいる友面； 全身は凶式化されそ恥多参

ど，身体の特定の部分だけをとらえて正琳…趨し岬

騨壁簿嚇して鴨即曙レy’㌧」；・・播！・

癖鳩，⑳榊碑嫉唖璽予爆
も，．描，麺磯；吻娘拠・ r導ヤ’を解聾
1とほ容易である・．丁委運卿輪豪醜鱒甥

瞳晦ζ瀕趨嘆1物撚≧ヤ軸鰭轡
塊綱！瀬減し嫡ウて・細卿熱鯵
曝、鱒嚇蜘軌嘩の瞬雌じ縷．
晒鱒勲轡融鱒纏鱒鰯塵？鷺
r　　　』第 5ブ2図、1頴11凱 ・♂　1一 r掃 ・』1博

rつ 』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・＝’／e㌧

　rlンー ；F
・

1
　 　・…　、v・戸　

年少麺鋤入麺疎鼠1知顔に自が2ゲ脚こ三角形の胴カミ・
づ心・ただけの人物画に比ベド㌔模写画では，モデルを正確に模穿し、よ1うと

1い』 努力がうががわれ1縛点も非常に高い・

葬瀬

』f‘
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胴よりも顔の方が大きいといった錦全体し迄の構成がア

ンバラソスになpたり、，．細都表現の省略，ないし簡略化

がおきているも嘩躯られ祝（郷一・、姻参照）

　ここで，従来拠ら木物再は幼児り知能の肇達の指標と

しても使用きれているので，各年翻の働画の平均得

点を相当下回るこの群の幼児の1壁は、塑をレg低くなるこ

とが予想される登そこでこの群め人物画め魯点を，グッ．

ドイナフ入物醜能検査の基弊観IQl顧算した

ところ・平期Qは731逢（牌e61を91）嫡った。と

れをこの群のF式幼児知能検査め平均．I　Q104，1（range

52～手39）と比較してみると，およぞ急0近く低いという

結果になる。他の群では，人物画による工Qと，知能羨

叡よるIQとめ間には高い相関力雪認められること力瘍

考えても・こ曙に関する限り，人擁掬点は，知的

鍵の鯨としての準鰍働モ麺蜷
尚・参考までに・こ嫌前述砿麺吻力鰭ド、

高い⑧人物画＞模写画群とめ帥三ほご如能検査比まる1

鰭有騨ま聯榊鳩（手〒騨＄，d縛4，
鑑’編露

∵
』一 導 一』ゼr．詐』．、

、人獅≒解醗躰翻練総た珈1ま海獅
濁辮舶確弊蜘しドそ搾師吻…擁淘ゆ1しかも

正騨甦鴛るだけり納勧と勃操煙幅れ
た騨鯵穆れて｝卑趣、う趣藤拳う む礪

鯵郷蛭てはやや蜘kr 郷陣こお
llて學欝謬幽壌為・ 人物穆il家 太瞬這う頚
の零蓼は・ 』真稼？画用紙とヤ・ぢ与えち毎＃杢間り中シ；ま

どまりを協ら て体制化され，1各部分あ袷対的な夫きさや

形態pあるいは相互の位概関係な鞍が的確捷表現されて

いる（第6陣照）・さらに・饗購．どで幼児が描い

た舳画の中1菰鞘たい鱒朔旬的蕨醗れ，
内容も 1許瞥贈轡1豊かさが反

年賄D子嚥騎 奪蜘，i
まとまり淋すぱらしい。 i

第了図 ｝ひへ　・　　　　　 覧∫＝

年長組E男の非常にユ昌一クな
1人物画。」

　映されている（第7図参照）。

鉢 今回集めら勘樹木断鍛にも言えおこ嫡あ

頚』⑫群の樹木聯⑫晦こ比べると， そρ繊
娃未夢化で』単に矩形の韓娃枝炉っけ加えられただげ．七

層参う1；誹牌鞭郎のかミ多ぐ』個嵯も擁ウ

早終“や剛樹栖ど咳のセま溜獣 く見蝋
て》・る ものではあ、？ズ’も幹や華の特徴を正、確琴把握

し・り麺雑昂てまと却の麺ゆ壱こまで仕鐙

る嚥臆とら轡擁聾1レ軸わ紘誠
僻捗訪れゆ嚇ラ篤ド彬頼曇ヒ騰醗の緬
能力はあまり友映されない乏》・う点も，『個人差があま り

見られない一因であると考えちれる‘汽・

　⑧低得点群
　この群では，人物画でも模写画でも，頭は円形，脇は

単純な四角形や三角形で，服などの細部は無視されてい

たり，また顔からすぐ4本り手足が放射状にのびた頭足

人でゼしがも手足の長さが不均衡であるなど，全体とし

て未分化脅稚拙さが目享つ。課題南でほジ年長児でさえ

4つの対象相互の相対的な蘭係がゐみこあず，頭の中に

イメージされたものが統rも連絡もなく勝手にバラバラ

に蓼らべられている準めに，』人が樹や家よりもはるかに

大きかったり，家の下に太陽参あるなどして，全体が統

rされず統合力の蜘が警蓼略ウ』琴で滴繍
群と低得点群との間め集団知能検査比よるI　Qの平均を

比較したところ，1％水準で有意差が認められた（t　r

3・954りd鮨48猶9991．く、、
、

　糞だ例外として2 ；り群⑫中鱒は象徴的，抽象的であ

るがために，形態が不明瞭で構造が未分化であっても，
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神田他＝幼児の描画表現に関する縦断的研究（1）

第8－1図 第8－2図

年少組F男の人物画と自由画，人物画は雅拙な円型の顔だけであるが，
　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　じ　　じ

画用紙一面にのびのびと描かれている。その数ケ月後，今度は模造紙に

描いた人物の自由画。服は黄緑，スカートは黄，顔と手足には肌色がぬ
ってある。

既存のバタンにはとらわれず，自由でダイナミックな表

現をしているものが数例認められた。これらは確かに幼

稚で未分化ではあっても，生き生きとした自己表現とし

て感じられるものも少なくなく，豊かで評価すべき内容

を多く含んでいる場合がある。従ってこれを低得点群に

属するものとして考えるにはやや問題が残る。（第8－

1．2図参照）

　⑯その旭
　上述の4群とは視点が異なるが，激しいなぐり描き，

筆圧が弱く画面の隅で小さく養縮した人物，棒になった

人物，真黒な昼間の空など，描画内容から何らかの心理

的，行動的な問題が推測される群である。そこで教師に

よる行動記録表とつき合わせてみると，13例中10例まで

が，1年間を通した行動特徴の最初に，無口で消極的，

友達と協調して遊べない，落ちつき恭なく多動，登園を

嫌がる，なごと記載されていた。ただし，本研究では描

画を幼児の性格診断として使用するのが目的ではなく，

発達に伴う幼稚園や家庭での行動の変化が，描画表現に

いかに反映されるかを，今後の縦断的研究により検討し

ていく際の1つのポイントとするにとどめる。
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